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建設水道委員会会議録 

 

１．開催年月日 

   平成３０年 ４月２７日   開会 １６時５２分  閉会 １７時３７分 

２．開催場所 

   委員会室 

３．出席委員名 

   荒 木 謙 二   坊 野 公 治   大 滝 文 則   上 野 安 是 

   細 羽 敏 彦   多 賀 信 祥 

４．欠席委員名 

   な  し 

５．その他の会議出席者 

  （１）議 長     西 田 久 志 

  （２）事務局職員 

    事 務 局 長  川 田 純 士   事 務 局 次 長  藤 原 靖 和 

主     査  柳 本 兼 志 

６．傍聴者 

   な  し 

７．発言の概要 

委員長（荒木謙二君）  それでは、行政視察に引き続き委員会を開催いたします。 

 本日の議題は、（１）平成３０年度行政視察についてから（４）その他でございます。 

 

〈平成３０年度行政視察について〉 

 

〈行政視察候補地を大分県竹田市、大分県臼杵市、大分県豊後大野市に決定。 

それ以外の候補地については正副委員長に一任することに決定。〉 

 

〈議会への提案の回答について〉 

 

〈議会への提案①の回答案について、別紙回答案のとおり決定。〉 

 

〈議会への提案②について、執行部に意見を求めることを決定し、継続調査に決定。〉 
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〈６月定例会で実施予定の市内現地視察について〉 

 

〈現地視察希望を旅籠屋、仁井山残土処理場、経ケ丸グリーンパークに決定。〉 

 

〈その他〉 

 

〈委員会名の変更について協議、継続調査に決定。〉 

 

委員長（荒木謙二君）  以上で建設水道委員会のほうを閉会いたします。大変お疲れでし

た。 



○「議会への提案」① 

 

 

 

○回答（案） 

 この度は、井原市議会へご提案いただきありがとうございます。 

 ○○様からいただきましたご提案につきまして、井原市議会から回答させていただきます。 

井原市に確認したところ、「でんちゅうくんにつきましては、デザインの使用料は発生しませんの

で、民間事業者・各種団体によるグッズの製作や地場産品のパッケージ、印刷物など幅広い用途への

活用が可能であります。ご提案のひな人形や五月人形をデニム生地で製作することにつきましては、市

の魅力発信につながることですので、民間事業者等への提案を行ってまいりたいと考えております。」と

のことでした。 

議会におきましても、今後もでんちゅうくんを井原市の宣伝部長として応援してまいりたいと思い

ます。また、市民の皆様からのご意見等も伺いながら、市政発展のため活動してまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

提  案  内  容 協議先 

でんちゅうくんのひな人形や五月人形をデニム生地で作ってはどうですか？ 

ファンなので売り出してもらったら買いたいですし、ふるさと納税の返礼品など 

にして井原をアピールしてほしいです。 

建設水道委員会 



○「議会への提案」② 

 

 

提  案  内  容 協議先 

毎日ご苦労様です。 

ここに手紙にしましたのも、体験者でなくては解らないことも有りますが、以前井

原市の宿泊設備についてお伺いをしましたところ、児童会館、経ケ丸、美星、など有

るので宿泊にはそこを利用して下さいとの事でした。児童会館につきましては、二段

ベッドで寝ることは出来ますが、敷布団と毛布一枚です。春先、寒いときには暖房も

なく寝るには余りにも寒いのが現状です。冷暖房装置をつけてもらうようにお願いを

しましたが、寒いときは誰も泊まらないから、冷房だけですとのことで、いまだにそ

のまま、しかも冷房も聞かない部屋が有り、不親切極まりない井原市です。担当部署

でやる気がないのか、考え方の相違なのか良く解りませんが、設備をしてないから宿

泊する人がいないと私は思うのですが、わたしの考えが間違っているのでしょうか。

また経ケ丸においても同じで、炊事、風呂、洗濯、寝具全く整っていなくて、それを

宿舎としているようで話になりません。 

私は担当部署、或いは市の幹部の方たちが一度体験して何が必要か、どうすれば年

間を通して人を井原に呼んで来れるか、検討してもらってはいかがかと思います。こ

の時季児童会館でも現状で泊まって暖かくぐっすり眠れるかどうか。何年か前に市長

宛にこのようなことをお願いしたことが有ります。前述のような回答でした。 

私は、現状では、市体育館、グラウンド等利用者が増えて来ているので、体育館の

南側の駐車場の上に宿泊所食事をするところ（日常は食堂として軽食喫茶にして）を

作れば良いのではないかと思います。100人規模の大きさで20人規模に区切れるよう

にして、人を井原に呼び寄せるようにすればと思っております。このことも前に申し

上げましたが一蹴されました。 

人口減少に有る中で、人を寄せる事を考えないと人は来ないと思います。 

何方でも構いません、体験していただいて、どう云うのが宿泊所なのか考えていた

だきたいと思っております。他県施設なども見学研修していただきより良いものを作

って行ってもらいたいと思います。これが緊急事態の時にも役立つ場所となるかもし

れません。 

やる気なさが余りにも腹が立ってお手紙にしました。一度皆様で検討してみてくだ

さい。大変お忙しいと思いますが、井原を思っているものが、ここにもいるのかと思

って考えてやって下さい。 

総務文教 

建設水道 


